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プロジェクト型研修プログラムを核とする
東北地区高専連携による学生相互交流の多角的質保証

副校長 竹茂 求
（仙台高専国際交流企画会議議長）

JASSO平成２8年3月17日

仙台高専の紹介 1/2
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仙台駅

名取キャンパス
（旧宮城高専）

広瀬キャンパス
（旧仙台電波高専）

平成２１年１０月１日に
高度化再編で統合して開校



仙台高専の紹介 2/2
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 情報システム工学科（40名）
 情報ネットワーク工学科（40名）
 知能エレクトロニクス工学科（40名）

広瀬キャンパス
旧仙台電波高専

名取キャンパス
旧宮城高専

 機械システム工学科（40名）
 電気システム工学科（40名）
 マテリアル環境工学科（40名）
 建築デザイン学科（40名）

■準学士課程（5年間）

■専攻科（2年間）

 情報電子システム工学専攻（30名）  生産システム工学専攻（40名）

教職員数
学生数

名取キャンパス 広瀬キャンパス

教員 職員 非常勤 本科 専攻科 留学生 本科 専攻科 留学生

133 97 31 835 92 7 590 62 6

※ 職員数には有期雇用職員含む
※ 非常勤数には非常勤講師、課外活動指導員、ＴＡは含まない
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プロジェクト研修を核とする
双方向型国際交流プログラム



仙台高専の国際交流事業における
プロジェクト研修型プログラム
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受入国 派遣国 期間

国費等の留学生受入
（日本語で授業）

東南アジア
モンゴル等

3年間
（3,4,5年生）

文化交流型
プログラム

ドイツ等 ドイツ等 2週間程度

●プロジェクト研修型
プログラム

フィンランド
フランス
タイ国

フィンランド
フランス
タイ国

１ヶ月～１年

専門性を活かした交流として、H20から実施

仙台高専の交流校と交流形態

仙台高専

フィンランド共和国
• トゥルク応用科学大学
• オール応用科学大学
• ヘルシンキメトロポリア応用科学大学

ドイツ
• フェリックス－フェッヘンバッハ

－ベルーフスコレーク

フランス
• Lille-Ⅰ IUT
• d‘Artois IUT
• Lens IUT
• Béthune IUT
• Calais-Boulogne IUT
• Valencienne IUT

大韓民国
• 仁荷工業専門大学
• 青雲大学校

タイ王国
• モンクット王ラカバン工科大学

文化交流型
プログラム

プロジェクト研修型
プログラム

応用科学大学は
実践的工学教育を推進
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八戸高専の協定に参加

IUT（Institut universitaire de 
technologie，技術短期大学部）



プロジェクト研修型プログラムの開発の背景
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（１）社会、産業のグローバル化により、
• 外国語によるコミュニケーション力
• 異文化との対応力

が必須になってきた

（日本語、日本文化の理解の重要性は当たり前）

（２）以前から、高専生は英語が弱いと指摘されていた

（資料） 企業による専攻科修了者の評価ならびに専攻科教育への要望「専攻科修了
生に係る企業アンケートの結果報告」中央教育審議会大学分科会高等専門学
校特別委員会：第12回（H20.7.7）

（３）高専こそ、「専門性の高い」国際化教育を「早期から」
実施可能と考えた（鉄は熱いうちに叩け！）

企業による専攻科卒業生の評価 (大学学部卒と比較)

英語力以外は
大学学部卒より高く評価

●専攻科修了生は大学学部卒よりも、 専門知識があり、勤勉である
・・・・ しかし、英語が弱い

専攻科修了生

大学学部卒業生

企業による専攻科修了者の評価ならびに専攻科教育への要望「専攻科修了生に係る企業アン
ケートの結果報告」中央教育審議会大学分科会高等専門学校特別委員会：第12回（H20.7.7）

H20年7月のアンケート
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高校
（３年）

大学
（４年）

大学入試

一般科目

一般科目

専門科目

一般科目

専門科目

高専入学時から「くさび形」専門教育

高校・大学課程 高専

本科（５年）

専攻科(２年）

専門科目は

大学４年レベル
まで到達

専門性を
活かした
早期の

国際教育
が可能
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仙台高専：プロジェクト研修を核とする学生交流事業
文部科学省の大学教育GP事業に採択
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2008
大学教育の国際化加速プログラム

学術交流協定を介した高度先進共同教育

2009  - 2011
大学教育・学生支援推進事業

学生国際交流事業における教育の質の保証

特に優れており波及効果がある取組に選定

協
定
校

高
専

受入研修生

派遣学生

• 専門カリキュラムに良く
接続する研修を

• 双方向の学生に提供

教育の質保証

東北・北海道地区高専の
事業に拡大



研究室でのプロジェクト研修を核とする双方向の交流プログラム

●ﾄｩﾙｸ応用科学大学の研究室で●仙台高専の研究室で

11

学生の専門分野の適性・能力に応じた研修プログラム

トゥルク応用科学
大学の学生

仙台高専
の学生

仙台高専
の学生

ヘルシンキ応用科学
大学の学生

受入研究室との
マッチングが重要
（教職員交流で開発）

仙台高専に留学した学生と、
協定校で再会して交流

仙台高専に留学した学生と、
協定校で再会して交流

●海外研修生の研修テーマ例

 フィンランド（トゥルク応用科学大学)の学生
• Remote Magnetic Sensing System with Network Device
• The Development of the Reservation and Data Collection System for the Student 

Counseling
 フランス（リールIUT)の学生

• Development of Web Application using Database System
• Artifact Theater Project

 タイ国（モンクット王ラカバン工科大学)の学生
• Design and implement PID control algorithm via network on android platform

●本校学生の研修テーマ例

 フィンランド（ヘルシンキメトロポリア応用科学大学)にて
• Development of Remote Training System for Embedded System
• Development of Programming Language and Platform Specialized in Multimedia 

Processing
• Development of e-learning System for Learning MySQL Manipulation Language

 タイ国（モンクット王ラカバン工科大学)にて
• Development of Communication Program Simulator Using Java Script
• Ontology-based E-Health System with Thai Herb Recommendation

研修テーマ例（仙台高専広瀬キャンパスの例）
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海外研修生の受入（文化交流） 5/5

専
攻
科

５年

４年

３年

２年

１年

２年

１年

５年生 海外長期インターンシップ
５ヶ月（９ ～ ２月）

専攻科 海外インターンシップ
１ヶ月（８～９月、２～３月）
（H27から３ヶ月に延長）

インターンシップとして単位認定

• インターンシップ単位
３～６単位⇒１２単位まで拡大（H27から）

• 前期の卒業研究とインターンシップ単位
卒業研究 7単位（専門科目）
課題研究 4単位（一般科目）
課題研究 10単位（専門科目）

■派遣

■受入
• フィンランドの応用科学大学、フランスのIUTからの受入

4月～7月、9月～2月（3ヶ月～5ヶ月）：大学3年生が中心
• タイ国のKMITLからの受入

4月～6月（6週間）：大学2年生が中心

仙台高専が単位認定

海外協定校が単位認定

本

科

仙台高専の学生派遣・受入数（プロジェクト研修型）

協定大学へ '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

タイKMITL 2 3 4 1 3 3 3 2

※HMUAS 7 3 6 5 6 12 5

仏IUT 4 1 4 4 2

※TUAS 5 7 6 8 10 2

※OUAS 1

Total 2 10 11 18 15 21 29 12

協定大学から '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

タイKMITL 10 12 14 12 4 14 16 12

※HMUAS 2 2 1 2 - 4 2 2

仏IUT 2 2 - 3 4 4

※TUAS 5 - 4 5 7

Total 2 12 12 17 21 4 25 27 25

●受入（40日、3ヶ月、 6ヶ月、1年）
GP

●派遣（1ヶ月 , 5ヶ月）

GP
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東日本大震災の影響

※フィンランド
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派遣プログラム
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派遣学生の様子

海外企業に研究成果発表

協定校でのオリエンテーション英語による研究発表指導

事前研修

英語による成果発表会

帰国後

協定校の研究室で

協定校のゼミで

協定校で
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派遣学生の月報

高専の指導教員
に経過報告

18

派遣学生の成果報告書

緊急治療室管理アプリの開発
（フィンランドの病院インタビュー中）

英語による成果報告書と
プレゼンで単位認定
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派遣学生（5年生）の卒論

研修内容の多角化による質の保証（派遣学生）
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研究室でのプロジェクト研修以外に

協定校のカリ
キュラム調査

① 協定校で開講されている英語による専
門授業の単位取得

（サマースクール参加を含む）

② オウル応用科学大学（フィンランド）の
ゲームクリエイター育成カリキュラムに
参加（仙台市との連携）

社会人を含むグループでゲームを企
画・設計・製作し、企業化を目指す。

現地参加した後、
帰国後はスカイプで連携

（好成績を残した）
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派遣学生の研修が海外の新聞で紹介

IUT A de Lille（フランス） Turku UAS（フィンランド）

22

受入プログラム
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海外学生の研修の様子

学寮食堂にて
協定校からの視察教員と

地域の行事に参加

研究室の学生と

研究室の指導教員・学生と

日本語・日本文化の講義
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●H24

• （株）ﾐｳﾗｾﾝｻｰ研究所：2名、3週間

有害元素判定装置、歩行ﾊﾞﾗﾝｽｾﾝｻｰの実習と応用

• ｿﾆｰｹﾐｶﾙ＆ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃﾞﾊﾞｲｽ（株）：2名：3週間

生産技術

●H25

• ｱﾙﾌﾟｽ電気（株）古川工場：2名：3週間

ｿﾌﾄｳｪｱ系及びｱﾝﾃﾅ系での実習

●H26

• （株）ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽﾄ仙台事業所内：3名：4週間

教育用ﾃｽﾄ端末ＣＸ50の電気・電子教材開発、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの

静特性・動特性実習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの機能改善、英語化対応

• ｱﾙﾌﾟｽ電気（株）古川工場：3名：4週間

GUIﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｿﾌﾄｳｪｱ開発に関する実習

研修内容の多角化による質の保証（海外学生）

研究室でのプロジェクト研修以外に
地元企業でのインターンシップ
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事業の展開
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東北・北海道地区高専で連携して派遣・受入 1/2

学術交流協定締結

海外協定校 日本

5.10.2010
IUT 'A' 

de Lille , France

東北地区高専との
包括協定

2.3.2012

Metropolia UAS
Turku UAS

, Finlanf

東北地区高専との
包括協定

24.6.2012
The Université d'Artois , 

France

東北地区高専・函館高専との
包括協定
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東北・北海道地区高専で連携して派遣・受入 2/2

① 東北・北海道地区高専の海外インター
ンシップ担当者会議

（毎年、情報交換・連携）

② プロジェクト成果合同発表会
• フランスから来日の教員が審査
• 東北・北海道地区のフランス研修

生が合同成果報告

③ JASSO奨学金（学生派遣・受入）の共同申請
H24から高専も申請可
仙台高専は、フィンランドとの交流を代表申請して採択H24-27）

協定校教員の教育・研究の連携

28

■教育の連携（毎年）
①集中講義

フィンランドの教
員が仙台高専
学 生 に 講 義
（ICT技術、組込
システム等）

仙台高専の教員
がフィンランドの
サマースクールで
集中講義（組込シ
ステム）

②学校紹介

協定校の教員が
仙台高専学生に
国と学校を紹介

仙台高専の教員
が協定校の学生
に仙台と学校を
紹介

■研究の連携

仙台高専とトゥルク応用科学大学（フィンランド）の教員による、高齢者の
運動を動機付けるエクササイズゲームの共同開発が進んでいる
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プログラムの評価

30

研修プログラム（派遣）の教育効果

（１）英語力の１年間での向上

■TOEIC_IP（0-990点）H21～24年の調査

• 一般学生全員（3年→4年） ： 平均 13.5点アップ
全国高専平均：5点アップ

• 派遣学生28名（派遣前→後） ： 平均 123.4点アップ
派遣前（平均461.6）→後（平均585.0）

■ TOEICスピーキングテストIP（0-200点） H23、24年の調査

• 一般学生（専攻科51名） ： 1年間では殆ど延びない

平均60.6点→平均60.6点

• 派遣学生（5年） ：平均 24.3点アップ

派遣前（平均77.6）→後（平均101.9）

（２）参加学生の多くは、専攻科に進学して国際会議で発表
（H24年度5名、H25年度2名、H26年度4名）

・・・ しかし、数値で測れない成果がある
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海外研修生の受入（文化交流） 5/52008年派遣学生（当時5年生）の卒業後

学生 派遣国 本科卒業後

A君 タイ国 専攻科
※

大学院
（東北大）

現在博士
課程在学

国際会議等発表多数

B君 フィンランド 専攻科 大学院
（東大）

就職 → 起業して独立
（海外とも取引）

C君 フィンランド 専攻科 大学院
（奈良先端）

就職 日本人がシリコンバレー
で起業した会社で活躍

D君 タイ国 専攻科
※

大学院
（東北大）

就職 研究者としての
海外調査員

E君 フィンランド 専攻科 大学院
（東北大）

就職 海外の技術的文書を日
常的に調査

F君 フィンランド 専攻科 大学院
（筑波大）

就職 国際会議等発表

G君 フィンランド 専攻科
※

就職 特に国際的な仕事は無し

H君 フィンランド 専攻科
※

就職 特に国際的な仕事は無し

I君 フィンランド 就職 特に国際的な仕事は無し
※ 専攻科でも海外
インターンシップ参加 31
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プログラムの意義と課題

専門技術（工学）の研修
• 英語が得意でなくても、初めは専門知識で

コミュニケーション可能

国際性・英語力向上への意欲が高くなる

●プロジェクト研修型プログラムの意義

●双方向型研修プログラムの意義

• 学生間の「継続的な国際交流の輪」が自然に形成

●課題 • 全学生の国際化教育への展開
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最後に、卒業生の声をご紹介

プロジェクト成果発表会
（トゥルク応用科学大学）

現在、バンコクのエンジニアをマネジメントしてシステムの共同
開発をしています。 その関係でタイに出張してきました。 以前は

ベトナムのエンジニアに発注して、こちらで上流工程を、先方が
下流工程を開発をしたこともありました。 両方とも現地とスカイ
プを使って英語で打合せしました。 今後、上海に出張予定です。

タイやフィンランドへの留学経験は海外へのハードルを下げ、
興味を出させてくれました。 まさか、あの経験や英語がここまで
有用になってくるとは想像できませんでした。

34
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仙台高等専門学校 広瀬キャンパス

専攻科 情報電子システム工学専攻 ２年

佐野 修弥

36

留学とその後

●留学先と期間（JASSOの支援による）
① Helsinki Metropolia University of Applied Sciences

（ヘルシンキメトロポリア応用科学大学）
• 国 ：フィンランド共和国
• 期間 ：本科5年、平成26年8月～，4ヶ月間

② Oulu University of Applied Sciences
（オウル応用科学大学）

• 国 ：フィンランド共和国
• 期間 ：専攻科１年、平成27年9月，１ヶ月間

●留学期間終了後
• アプリコンテスト”DA・TE Apps! ITALL賞”（平成27年）
• ITALL株式会社1ヶ月インターンシップ（平成27年9月）
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１度目の留学の経緯

1. 本科１年～３年では、海外や英語に全く興味無し。
むしろ英語の時間が苦痛であるくらいの英語苦手。

2. ある日、海外留学プログラムのポスターを学内で発見。
その留学先の国名の中に、フィンランドを発見。

3. それまで強い興味を抱いていたフィンランドに是非留学
したいと決意し、TOEICを受験。

4. 一番最初の得点は３５０点。留学プログラムで派遣され
るためには４００点必要。

5. 必死に勉強して４００点を無事獲得。首都ヘルシンキへ
の留学は何故か希望者が少なく、決定。

300

400

500

600

700

高専（本科3年） 高専（本科4年） 高専（本科5年） 高専（専攻科1年） 高専（専攻科2年）

38

留学とTOEICスコアの遷移

留学1回目
ヘルシンキ

留学２回目
オウル

３
年

４
年

５
年

専
１
年

専
２
年

点数

学年



ヘルシンキメトロポリア応用科学大学（本科5年次）

39

• 高専と同様に、実践的な工学教
育を推進

• ヘルシンキ中心部や近郊に多く
のキャンパスがあり、多くの学
生・留学生がキャンパス間を移
動する．

• 主に機械、電気電子、マテリア
ル系のクラスが多い

●私の履修科目（英語で）
• 英語でのディスカッション・ディ

ベート
• webプログラミング
• 現地研究室での研究
• 日本語のTA

など

HMUASで感じた３つのこと
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1. 日本への関心
2. 学生への信頼度・学生の自主性
3. 実践的・実用的な講義の数々

初留学でわからないことばかりで毎日が精一杯
現地に居住し，勉強することの大変さを知る。

現地での友人たちとの交流，人付き合いを通して友
人の作り方、マナーを学ぶことができた。
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２度目の留学の経緯

1. 当時協定校ではないオウル応用科学大学、またオウル
ゲームラボのプログラムの話を提案頂く。

2. フィンランドが個人的に大好きになっていた私だが、フィ
ンランド人となにか一緒にものづくりをする機会がな
かったことに気付く

3. 聞いてみれば「基本的にものづくりのワークショップで、
座学は短め」とのことで、いい経験になるかもしれない
と思い、再度留学を決意（9ヶ月ぶり2回目）

オウル応用科学大学（専攻科1年次）
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首都ヘルシンキから飛行機で
1時間半
●プログラム“Oulu Game Lab”
（OGL）
大学の講義の一環として，
• ゲーム企画
• ゲーム企画のプレゼン
• ゲーム制作
を行う。
起案から起業までを実習。
優れたプロジェクトは出資され、
実際に会社を運営（現在３つの
会社が運営されている。）



Oulu Game Lab competition

割り振られたチームでゲーム開発（プロジェクトワーク）
• 定期的にGATEという「つまらないゲームのプロジェクトを

終了させる」コンテストが行われる。
• 最終的に３チームまで残る。
• 他の全てのプロジェクトが中止を宣告される。

• 廃案になったプロジェクトメンバーは他の班に回される

審査員 通過数/ 参加チーム 1チームあたりの人数

Gate1 お互い 10/20 2-3

Gate2 専門家 5/10 4-6

Gate3 専門家 3/5 8-10
43

Oulu Game Lab competition
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Oulu Game Lab
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アイデアを出してチームで一つのも
のを作り上げていく。さまざまな問
題が立て続けに発生
• 考えや指針の食い違い
• 技術的な問題
• 迫る発表日

●私の結果
• ３つのコンペティションのうち２つ

を合格。その結果を持って帰国
• その後チームリーダーJuhoさん

がCo-founder & Chief Creative 
Officer Kaamos Games Ltd. に
就任，現在活動中

２度の留学の生活の中で困ったこと
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JASSOの支援を非常にありがたく思った時・・・

1. 郵便局や銀行で賃貸料を振り込んだとき
2. 現地での生活必需品の購入
3. フィンランド国内，フランスを小旅行をしたとき



Oulu Game Lab で感じたこと
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OGL実習中に感じた３つのこと

1. 意見・企画を出してみることでセンスが磨かれる
2. いろいろな人と話をすることで視野が広がる
3. 一生懸命であれば仲良くなれる

ご支援、ありがとうございました。




